


⑵き　よ　す　み 第７０９号令和７年６月１５日（隔月１回１５日発行）

　
信
育
道
場
に
於
い
て
、
同
日

16
時
よ
り
、
導
師
に
求
道
同
願

会
会
長
桐
谷
征
一
僧
正
、
太
鼓

に
同
事
務
局
・
原
秀
明
上
人
を

お
迎
え
し
、
報
恩
唱
題
行
を
参

籠
の
皆
様
や
近
隣
の
檀
信
徒
、

総
勢
50
名
に
て
行
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

報
告
が
行
わ
れ
、

「
永
代
大
本
願
人
」

　
　
齊
　
籐
　
正
一
朗
　
様

「
大
本
願
人
」

　
　
柏
　
木
　
久
　
子
　
様

「
本
願
人
」

　
　
黒
　
須
　
透
　
江
　
様

　
　
苅
　
込
　
和
　
幸
　
様

　
　
田
　
中
　
親
　
子
　
様

　
　
加
　
藤
　
玉
　
江
　
様

　
　
山
　
本
　
久
　
子
　
様

の
推
挙
式
を
致
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
管
長
猊
下
の
お
言
葉

の
中
で
、

「
今
、
世
界
で
天
変
地
異
が

続
発
し
、
大
小
の
戦
争
・
争

い
で
尊
い
い
の
ち
が
失
わ
れ

て
い
ま
す
。
立
正
安
国
・
四

海
帰
妙
の
日
蓮
聖
人
の
誓
願

を
皆
様
一
人
ひ
と
り
の
誓
願

と
し
て
、
生
き
と
し
生
け
る

も
の
に
安
ら
ぎ
が
持
た
さ
れ

る
よ
う
に
法
華
経
弘
通
に
精

進
し
て
い
き
ま
し
よ
う
」と
、

ご
親
教
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

唱
　
題
　
行

第
１
回  

僧 

道 

林

第
１
回  

僧 

道 

林

令
和
７
年
度

令
和
７
年
度

　
４
月
27
日
午
後
２
時
よ
り
、

立
教
開
宗
会
慶
讃
音
楽
大
法
要

が
、清
澄
寺
住
職
日
蓮
宗
管
長
・

菅
野
日
彰
猊
下
を
大
導
師
に
、

副
導
師
に
は
齊
藤
別
當
、
並
び

に
宇
野
瑞
正
僧
正
（
千
葉
県
南

部
宗
務
所
長
・
津
慶
寺
住
職
）、

式
衆
に
千
葉
県
南
部
声
明
師
会

雅
楽
部
各
聖
の
御
出
仕
の
元
、

厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

　
来
賓
と
し
て
、
日
蓮
宗
宗
務

総
長
ご
名
代
　
秋
山
文
裕
宗
務

総
長
室
長
、
大
本
山
誕
生
寺
　

荻
野
泰
継
執
事
長
、
本
山
妙
覚

寺
　
村
田
日
浄
猊
下
、
本
山
鏡

忍
寺
　
原
　
日
弘
猊
下
　
千
葉

県
南
部
宗
会
議
員
　
小
泉
輝
泰

僧
正
、
日
本
山
妙
法
寺
様
、
管

内
寺
院
様
、
立
正
佼
成
会
様
は

じ
め
、
和
讃
有
志
会
、
檀
信
徒

等
、約
２
０
０
名
が
参
列
さ
れ
、

有
志
に
よ
る
和
讃
奉
納
、
声
明

や
雅
楽
の
演
奏
に
よ
っ
て
荘
厳

な
音
楽
法
要
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
法
要
後
に
は
、
本
願
人
推
挙





報
告
が
行
わ
れ
、

「
永
代
大
本
願
人
」

　
　
齊
　
籐
　
正
一
朗
　
様

「
大
本
願
人
」

　
　
柏
　
木
　
久
　
子
　
様

「
本
願
人
」

　
　
黒
　
須
　
透
　
江
　
様

　
　
苅
　
込
　
和
　
幸
　
様

　
　
田
　
中
　
親
　
子
　
様

　
　
加
　
藤
　
玉
　
江
　
様

　
　
山
　
本
　
久
　
子
　
様

の
推
挙
式
を
致
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
管
長
猊
下
の
お
言
葉

の
中
で
、

「
今
、
世
界
で
天
変
地
異
が

続
発
し
、
大
小
の
戦
争
・
争

い
で
尊
い
い
の
ち
が
失
わ
れ

て
い
ま
す
。
立
正
安
国
・
四

海
帰
妙
の
日
蓮
聖
人
の
誓
願

を
皆
様
一
人
ひ
と
り
の
誓
願

と
し
て
、
生
き
と
し
生
け
る

も
の
に
安
ら
ぎ
が
持
た
さ
れ

る
よ
う
に
法
華
経
弘
通
に
精

進
し
て
い
き
ま
し
よ
う
」と
、

ご
親
教
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

⑷き　よ　す　み 第７０９号令和７年６月１５日（隔月１回１５日発行）

　
お
釈
迦
様
の
誕
生
日
と
言
わ

れ
る
の
が
４
月
８
日
で
す
。

　
当
山
で
も
８
日
の
朝
勤
に
合

わ
せ
て
、お
釈
迦
様
へ
の
読
経
・

回
向
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
参
拝
さ
れ
た
方
が
潅

仏
を
行
え
る
よ
う
に
、
摩
尼
殿

の
正
面
に
は
花
御
堂
を
設
置

し
、
一
休
み
い
た
だ
け
る
よ
う

に
お
団
子
と
甘
茶
を
ご
用
意
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
花
御
堂
と
は
、
お
釈
迦
様
の

母
親
が
咲
き
誇
る
無
憂
樹
の
花

　
当
山
を
会
場
に
、
５
月
28
、

29
日
と
、
二
日
間
に
わ
た
っ
て

新
入
社
員
研
修
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
清
澄
寺
で
行
わ
れ
る
研
修
を

通
し
て
、
普
段
と
は
違
う
環
境

に
身
を
置
き
、自
己
を
見
つ
め
、

会
社
に
と
っ
て
の
自
分
と
い
う

も
の
の
存
在
を
明
確
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
早
起
き
や
正
座
、
写
経
な
ど

の
お
寺
な
ら
で
は
の
体
験
と
共

同
生
活
や
団
体
行
動
を
意
識
し

た
研
修
は
、
こ
れ
か
ら
社
会
人

と
な
る
方
々
に
非
常
に
有
意
義

　
今
年
の
立
教
開
宗
会
法
要

は
、
晴
天
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た

が
、
翌
日
28
日
の
御
来
光
は
、

曇
り
空
の
為
、
残
念
な
が
ら
旭

日
を
拝
む
事
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
変

多
く
の
参
籠
者
・
参
詣
者
に
ご

来
山
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
希
心
会
の
登
山
参
籠
修
行

も
、
昨
年
同
様
大
勢
の
参
詣
者

に
有
難
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
３
月
16
日
に
道
善
御
房
７
５

０
遠
忌
を
迎
え
、
御
廟
も
改
修

し
、
よ
う
や
く
手
す
り
な
ど
の

設
置
が
５
月
に
完
了
い
た
し
ま

し
た
。

　
是
非
ご
参
詣
の
折
り
に
は
、

道
善
御
房
墓
所
に
も
お
参
り
下

さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
梅
雨
の
時
期
に
入

り
ま
す
の
で
、
お
身
体
を
御
自

愛
下
さ
い
。

の
下
で
、
お
釈
迦
様
を
産
ん
だ

と
い
う
花
園
を
か
た
ど
っ
た
も

の
。

　
潅
仏
と
は
、
お
生
ま
れ
に

な
っ
た
時
、
龍
が
天
よ
り
甘
露

を
降
ら
せ
、
お
釈
迦
様
に
産
湯

を
使
わ
せ
た
と
い
う
言
い
伝
え

か
ら
、
お
釈
迦
様
の
像
へ
甘
露

に
見
立
て
た
甘
茶
を
注
ぐ
作
法

を
い
い
ま
す
。
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尚
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、

ま
た
各
種
研
修
を
受
け
入
れ
て

お
り
ま
す
。
詳
細
は
当
山
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
４
月
27
日
午
後
２
時
よ
り
、

立
教
開
宗
会
慶
讃
音
楽
大
法
要

が
、清
澄
寺
住
職
日
蓮
宗
管
長
・

菅
野
日
彰
猊
下
を
大
導
師
に
、

副
導
師
に
は
齊
藤
別
當
、
並
び

に
宇
野
瑞
正
僧
正
（
千
葉
県
南

部
宗
務
所
長
・
津
慶
寺
住
職
）、

式
衆
に
千
葉
県
南
部
声
明
師
会

雅
楽
部
各
聖
の
御
出
仕
の
元
、

厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

　
来
賓
と
し
て
、
日
蓮
宗
宗
務

総
長
ご
名
代
　
秋
山
文
裕
宗
務

総
長
室
長
、
大
本
山
誕
生
寺
　

荻
野
泰
継
執
事
長
、
本
山
妙
覚

寺
　
村
田
日
浄
猊
下
、
本
山
鏡

忍
寺
　
原
　
日
弘
猊
下
　
千
葉

県
南
部
宗
会
議
員
　
小
泉
輝
泰

僧
正
、
日
本
山
妙
法
寺
様
、
管

内
寺
院
様
、
立
正
佼
成
会
様
は

じ
め
、
和
讃
有
志
会
、
檀
信
徒

等
、約
２
０
０
名
が
参
列
さ
れ
、

有
志
に
よ
る
和
讃
奉
納
、
声
明

や
雅
楽
の
演
奏
に
よ
っ
て
荘
厳

な
音
楽
法
要
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
法
要
後
に
は
、
本
願
人
推
挙


